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輝く８人３団体
　第70回山陽新聞賞の受貧者か決まった。山陽新側社が岡山、広島両県内で文化、社会、学術、産業、国際などの各分野で地

域社会に貢献した個人、団体に毎年贈っている。今年は文化功労４人、社会、学術、産業、国際功労各１人と、山陽新聞奨励

貫の文化部門２団体、教育部門１団体の計８人、３団体。晴れの受貧者を紹介する。



曝唇国際功労

ＡＭＤＡ理事長

しげる茂氏(65)
すがなみ
菅波

岡山市北区大和町

国
境
越
え
て
医
療
支
援

　
出
発
点
は
岡
山
犬
医
学
部
の
学
生

だ
っ
た
１
９
６
９
年
。
ア
ジ
ア
各
国

を
約
1
0
力
月
間
に
わ
た
っ
て
Ｔ
人
で

旅
し
、
恵
ま
れ
な
い
医
療
事
情
を
肌

で
感
じ
た
。
「
支
援
に
は
国
境
を
越

え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
」
と
、

医
師
と
な
っ
て
1
3
年
目
の
8
4
年
、
国

際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
テ
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
、
本
部

・
岡
山
市
）
を
設
立
し
た
。

　
活
動
は
難
民
や
災
害
被
災
者
に
対

す
る
緊
急
牧
授
か
中
心
。
国
内
の
医

師
や
看
護
師
の
登
録
者
は
約
４
０
０

人
に
上
る
。
海
外
支
部
も
ア
ジ
ア
中

心
に
3
0
力
国
に
あ
り
、
災
害
時
な
ど

に
は
近
隣
の
支
部
と
と
も
に
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
派
遣
す
る
。
派
遣
先
は

こ
れ
ま
で
に
5
0
力
国
以
上
、
約
１
４

０
件
を
数
え
る
。

　
２
０
０
４
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
で
は
1
0
力
国
か
ら

２
０
０
人
以
上
を
被
災
地
に
送
り
込

ん
だ
。
「
こ
れ
ま
で
抱
き
続
け
て
き

た
多
国
籍
医
師
団
の
構
想
が
完
成
し

た
節
目
」
と
振
り
返
る
。

　
公
設
国
際
貢
献
大
学
校
（
新
見
市
）

の
初
代
校
長
を
務
め
る
な
ど
「
岡
山

発
の
国
際
協
力
」
も
け
ん
引
し
て
き

た
。
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
県
内
市
町
村
が
魅
力
を
世

界
に
発
信
す
る
の
を
手
伝
い
た
い
。

そ
れ
が
地
域
へ
の
恩
返
し
に
な
る
」

と
熱
く
語
る
。
（
鈴
木
義
治
）



　山陽新聞社は毎年､文化、

社会、教育、学術、産業、

国際の各分野で、地域社会

に貢献した個人､団体に「山

陽新聞賞」を贈り、功績を

たたえています。

　第70回は山陽新聞賞に個

人８人、山陽新聞奨励貢に

恕ﾄﾞ　文 化

民俗学
　神崎　官武（埼玉県）

備前焼

小西　陶蔵(備前市)

洋画

難波

デザイン
　　水戸岡

祭y丁々Eﾆt

滋（倉敷市）

鋭治（東京都）

　会　☆ﾄﾞ

地域医療の充実
　衣笠　和孜（岡山市）

談レ学

抗体医薬の研究

今Ri　ﾄﾞヮ

西堀　正洋（岡山市）

地
域
へ
の
貢
献
た
た
え
る

３団体が決まりました。受

貧者には賞状とメダル（日

本芸術院会員蛭田二郎氏制

作）＝写真、賞金を贈りま

す。贈呈式は10日に岡山市

内で開きます。（受賞者の

業績は20、21面に掲載。敬

称略）

産

磁石材料の製造

業

赤岩　達重(和気町)

人道支援
　　菅波

国　際

茂（岡山市）
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音楽文化の普及・向上

岡山フィルハーモニッ

ク管弦楽団(岡山市)

文化貝ｵ保護

福山市文化財協会

　　　　　　　　(福山市)
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人材育成

財団法人大本育英会

　　　　　　　　(岡山市)

山陽新聞社
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